数学Ⅱ Progress新訂版　ルーブリック評価規準表
１章　方程式・式と証明
1節 式の計算　
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	に示された項目に加え，繁分数式を簡単な分数式で表すことができる。
	二項定理を用いて整式を展開することができる。
	乗法公式，，因数分解の公式を理解している。また，分数式の簡単な四則演算ができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	に示された項目に加え，2種類以上の文字を含む整式について，1種類の文字に着目して除法の計算ができる。
	整式の割り算の結果からの形で表し，条件を活用して式の値を求めることができる。
	二項定理を用いて，指定された項の係数を求めることができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。



2節 複素数と方程式　
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	に示された項目に加え，解と係数の関係を用いて，2次方程式の解が条件を満たすような係数の条件を求めることができる。
	に示された項目に加え，複素数の四則計算ができる。また，因数定理を用いて，整式を因数分解することができる。
	虚数単位，共役な複素数について理解している。また，剰余の定理を用いて1次式で割ったときの余りを求めることができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	に示された項目に加え，1つの虚数解が与えられた方程式に対し，係数や他の解についての考察ができる。
	に示された項目に加え， 2次方程式の2つの解についての考察に，解と係数の関係を活用することができる。
	因数定理を用いて整式を因数分解し，高次方程式を解くことができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。



３節　式と証明　
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	，に示された項目に加え，相加平均と相乗平均の関係に関する条件を理解している。
	に示された項目に加え，等式や不等式の証明方法を理解している。
	等式が恒等式である条件を理解している。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	下記Ⅰ～Ⅲのすべてをできる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，2つができる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，1つができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。


· 思考・判断・表現の評価項目
Ⅰ　等式が恒等式であることから，等式中の未知数の値を定めること。
Ⅱ　等式が成り立つことを，論理的に筋道立てて証明する。
Ⅲ　不等式が成り立つことを，論理的に筋道立てて証明する。


２章　図形と方程式　　　
１節　点と直線
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	，に示された項目に加え，点と直線の距離を，公式を用いて求めることができる。
	に示された項目に加え，条件を満たす直線の方程式を求めることができる。
	直線上・平面上の2点間の距離や，内分点・外分点，三角形の重心の座標を求めることができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	2点間の距離や2直線の垂直条件などを活用して，図形の性質を証明できる。
	定点や直線に対称な点や直線を求めることができる。
	2直線の平行・垂直条件を導き，それらを問題解決に活用することができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。



２節　円
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	2つの円の共有点を求めることができる。また，2点で交わる場合にその2点を通る円や直線の方程式を求めることができる。
	円と直線の共有点を求めることができる。また，円の接線の方程式を求めることができる。
	円の方程式から，円の中心の座標と半径を求めることができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	下記Ⅰ～Ⅲのすべてをできる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，2つができる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，1つができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。


· 思考・判断・表現の評価項目
Ⅰ　円周が通る3点から，円の方程式を求めること。
Ⅱ　円の中心と直線の距離に着目して，円と直線の共有点の個数を考察すること。
Ⅲ　2つの円の中心間の距離と半径に着目して，2つの円の位置関係を考察すること。

３節　軌跡と領域
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	曲線を境界とする領域を正しく図示することができる。
	直線や円が境界線となる領域を正しく図示することができる。
	座標を用いて，2定点からの距離についての条件を満たす点の軌跡を求めることができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	不等式の表す領域を，いろいろな問題の考察に活用することができる。
	一定の条件を満たしながら動く動点を含む条件を満たす点の軌跡を求めることができる。
	連立不等式で表された領域を正しく図示することができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。




３章　三角関数　　　
１節　三角関数　
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	，に示された項目に加え，三角関数を含む簡単な方程式・不等式を解くことができる。
	に示された項目に加え，三角関数の相互関係やその性質，周期性について理解できている。
	負の角を含む一般角について理解できている。また，弧度法と度数法の変換ができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	，に示された項目に加え，三角関数を含む関数の最大・最小について考察することができる。
	に示された項目に加え，いろいろな三角関数のグラフをかくことができる。
	，，のグラフをかくことができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。



２節　加法定理
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	，に示された項目に加え，三角関数を合成することができる。
	に示された項目に加え，2倍角の公式，半角の公式を用いて，三角関数の値を求めることができる。
	加法定理を用いて，三角関数の値を求めることができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	下記Ⅰ～Ⅲのすべてをできる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，2つができる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，1つができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。


· 思考・判断・表現の評価項目
Ⅰ　加法定理を用いて，2直線のなす角を求める。
Ⅱ　2倍角の公式を利用して，方程式や不等式を解く。
Ⅲ　三角関数の合成を利用して，方程式や不等式を解いたり，関数の最大・最小を考察したりする。




[bookmark: _Hlk107321354]４章　指数関数・対数関数　　
１節　指数関数
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	，に示された項目に加え，指数を比較することで方程式や不等式を解くことができる。
	に示された項目に加え，指数法則が有理数や無理数でも成り立つことを理解している。
	0や負の整数の指数について，指数法則を用いて数や式の計算ができる。また，累乗根の性質を理解している。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	，に示された項目に加え，文字で置き換えるなどの工夫をして，指数を含む方程式や不等式を解くことができる。
	に示された項目に加え，指数関数の式とグラフについて多面的に考察し，大小比較などに活用できる。
	指数関数の性質を理解し，グラフをかくことができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。



２節　対数関数　
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	，に示された項目に加え， 対数を含む方程式や不等式を解くことができる。
	に示された項目に加え，対数の性質や底の変換公式を用いて計算ができる。
	指数と対数の関係を理解している。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	，に示された項目に加え，常用対数を，整数の桁数を調べる等の問題解決に活用できる。
	に示された項目に加え，対数関数の式とグラフについて多面的に考察し，大小比較などに活用できる。
	対数の性質を理解し，グラフをかくことができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。




５章　微分法と積分法　　
１節　微分係数と導関数
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	微分係数が接線の傾きであることを理解し，接線の方程式を求めることができる。 
	導関数の性質を用いて，関数の導関数を求めることができる。
	簡単な極限値を求めることができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	，に示された項目に加え，
の導関数を求めることができる。
	に示された項目に加え，接点の座標がわからない場合の接線の方程式を求めることができる。
	定義にもとづいて，微分係数や導関数を求めることができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。



２節　微分法の応用
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	，に示された項目に加え，4次関数の値の増減，極値を調べることができる。
	に示された項目に加え，3次関数の最大値，最小値を求めることができる。
	導関数を用いて，3次関数の値の増減，極値を調べ，増減表にまとめることができる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	，に示された項目に加え，4次関数のグラフをかくことができる。
	3次関数の最大値，最小値を活用して，方程式の実数解の個数や不等式の証明の問題を解くことができる。
	増減表をもとに，関数のグラフをかくことができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。



３節　積分法
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	2曲線で囲まれた部分の面積を，定積分を用いて求めることができる。
	に示された項目に加え，曲線と軸，2直線，で囲まれた部分の面積を，定積分を用いて求めることができる。
	不定積分や定積分を正しく計算できる。
	左記以外

	思考・判断
・表現
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，すべてができる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，2つができる。
	下記Ⅰ～Ⅲのうち，1つができる。
	左記以外

	主体性
	積極的に発言・考察し，わかったこと，考えたことを記録するとともに，授業内容に加えて独自に考察している。
	積極的に発言・考察している。わかったこと，考えたことを記録している。
	主体的に発言・考察はしなかったものの，わかったことを記録している。
	活動・振り返りの意思がない。


· 思考・判断・表現の評価項目
Ⅰ　不定積分を利用して，導関数から元の関数を求める。
Ⅱ　定積分を含む条件を満たす関数を，微分と積分の関係などを用いて求める。
Ⅲ　絶対値のついた関数の定積分を，正しく求める。


